
新型コロナウイルス感染症への道の対応について

１．考え方

 何よりも道民の命と健康を守ることを最優先に必要な対策は速やかに実行するという考え
の下、当面緊急に措置すべき対応策を取りまとめた。

 今後も事態の状況変化を見極めながら、道庁一丸となって、感染症対策、経済への影響対
策など、緊急度に応じて順次施策を講じていく。

 なお、当面の対策に必要な取組については、既決予算を活用。令和２年度については、状
況の推移に応じ、まずは、関連予算を機動的に活用し、迅速に対応していく。

２．主な対応策

令和２年２月２１日 北海道感染症危機管理対策本部

（１）注意喚起

区分
Ｒ元年度 Ｒ２年度

主な内容 所要額(千円) 主な内容 予算額(千円)

注意喚起・
外国人への
支援

○道ＨＰ、ＳＮＳ等による情報発信
○外国人への注意喚起や通訳サポート
○医療機関への周知
○自治体への注意喚起
○施設等管理者への注意喚起
（宿泊施設、飲食店、交通事業者、空
港ビル管理者、港湾管理者、文化・
スポーツ施設管理者、社会福祉施設
等）
○学校等関係者への注意喚起

【非予算】 同 左 同 左

担当：総合政策部総務課 西 田 011-204-5121 （内線：23-101）
保健福祉部総務課 佐々木 011-204-5242 （内線：25-102）
経済部経済企画課 新 津 011-204-5307 （内線：26-701）



（２）感染症対策

区分
Ｒ元年度 Ｒ２年度（所要額は予算額の内数）

主な内容 所要額(千円) 主な内容 予算額(千円)

相談対応

○相談対応
・専用電話回線
・外国語翻訳機器
○24時間相談体制【検討中】
○臨時職員配置（各保健所）
○道民向けリーフレットの作成・配布

1,210 

【検討中】
【検討中】
【検討中】

同 左 【検討中】

患者発生対応

○感染症発生情報の積極的公表
（ＨＰ）

【非予算】

○患者発生時の疫学調査・検体輸送等
○患者の移送経費 等
○患者発生状況調査

10,924

1,681

14,742

○検体輸送体制整備 605

○患者移送体制整備
・消耗品（マスク・消毒液等）
・その他（患者移送機器）

3,731

検査体制整備
○衛生研究所検査機器整備
・リアルタイムPCR装置
・次世代シークエンサー

22,856
○衛生研究所における検査実施経費 10,924

○保健所検査機器整備
・リアルタイムPCR装置 【検討中】

医療提供体制
整備

○帰国者・接触者外来設置医療機関の
設備整備

・空気清浄機、防護服等

【当該医療機
関に照会
中】

○感染症指定医療機関事業費補助金
○患者の入院医療費に対する公費負担
○帰国者・接触者外来設置医療機関の
設備整備

・空気清浄機、防護服等

65,815

42,272

【検討中】



（３）経済への影響対策

区分
Ｒ元年度 Ｒ２年度（所要額は予算額の内数）

主な内容 所要額(千円) 主な内容 予算額(千円)

中小企業支援

○経営・金融
・経営・金融特別相談室の開設
・中小企業総合振興資金（経営環境変
化対応貸付）による低利融資
・全道９地域(全道６圏域＋３観光地)

における相談会等の開催

【非予算】
融資枠410億円
の中で対応
【非予算】

同 左
同 左

○販路開拓の支援
・相談会、商談会開催
・北海道国際ビジネスセンターによる
貿易相談

同 左
同 左

11,118

【非予算】

観光需要喚起

○事態の推移を見極め、適時に取組を実施

○国内外の市場動向に応じた誘客プロ
モーション等

国内分1.3億円
海外分2.6億円

（４）その他

区分
Ｒ元年度 Ｒ２年度

主な内容 所要額(千円) 主な内容 予算額(千円)

国際連携 ○中国黒竜江省に対する防護服の提供 非予算


